




3 
 

ASEAN
5 6 ASEAN

EBA
 

EBA ASEAN

4

ASEAN ASEAN
ASEAN

EBA

ASEAN  
EBA 2 EBA 2 EBA 2

EBA BASIC EBA
ADVANCED

 

ASEAN 3

 
• 
• 
• 

”Certificate of Resilience, Innovation and Sustainability”
ASEAN



4 
 

ASEAN

EBA ASEAN

ASEAN

NPO/NGO

 

ASEAN

 

 

EBA
EBA

EBA ”BASIC”
EBA

”ADVANCED” 2
 

 
EBA

 



5 
 



6 
 

ASEAN

School on Internet SOI Asia SOI-Asia
JICA ASEAN

AUN/SEED-Net ASEAN 12 25
IT

ASEAN 19

5 6  

 

EBA

2008

SFC 2007

ASEAN
SFC  

SOI-Asia 25
IT

10 2009 UNESCO
CONNECT-Asia

e
6

 



7 
 

EBA

ASEAN

1 1
 

EBA 3
3 20

EBA EBA 12 6
6 10

ASEAN
ASEAN

ASEAN
ASEAN

ASEAN  

EBA

ASEAN

 
EBA 

e-portfolio EBA e-portfolio
 

2 3
ASEAN

ASEAN ASEAN
 

ASEAN
NPO

NGO
ASEAN

 



8 
 

2003 ASEAN

50
ASEAN

 
2006 5

Linkage
 

(HUST) IT

3
 

SFC 2011
 

FD
 

EBA
ACTS  

SFC-SFS EBA e-portfolio EBA

 

EBA

 

SFC

 

EBA EBA

GPA  

SFC



9 
 

AUN/SEED-Net (ITB UM NUS CU )

AUN/SEED-Net

AUN/SEED-Net 6 ( 3
) 11 ( 4 ) 42  

SOI-Asia (ITB USM UP CU )
IT

UNESCO 70
( 500 )

ASEAN IT
10 30 IT

AUN/SEED-Net SOI-Asia
EBA

ASEAN  
AUN/SEED-Net SOI-Asia CONNECT-Asia

5 6
 

EBA
( ) EBA ( )

EBA
EBA 2

 
( )

e  

1



10 
 

SFC 9 4
20

2006 2011

 

ASEAN
 

2008 50%
20 30%

GID(Global Innovation Design) CEMS MIM(CEMS Master's in 
International Management) 1 2 3

2011 2012 15  
SFC  

2012 7
 

GIGA G30 2011

2005
2010

 

2011 3
 

2012 17

SFC
5

 



11 
 

SFC SFC Web

 

23
 

Email

 

ASEAN

SNS Facebook

 

 

 
SOI-Asia AUN/SEED-Net

 

EBA  e-portfolio
SNS  

ASEAN
 



12 
 

SOI-Asia AUN/SEED-Net

 

EBA
OER

EBA
 

NAFSA EAIE
APAIE

SAF British Council
OJT

 

 

 

4



13 
 

 

 

1 1

 

EBA

EBA
 

30
22 6

(www.keio.ac.jp)
Keio Global (www.global.keio.ac.jp) Facebook SNS

Fact Book
 

2002 Keio SFC 
Global Campus http://gc.sfc.keio.ac.jp 2009 iTunesU OER

 

SNS

 

 
 SOI-Asia CONNECT-Asia AUN/SEED-Net 

ASEAN

 



14 
 

ASEAN
3

ASEAN
 

EBA 90% ASEAN

EBA 80% EBA

EBA  
28 EBA 75 45 30 EBA
20 10 10 EBA 40 20

20 EBA 35 15 20  

24 EBA 25
 

EBA EBA
EBA

 

 
• TOEFL iBT 70

IELTS 5.5
• TOEFL iBT 80 IELTS 6.0

2011 GIGA
3  

EBA
 

EBA TOEFL iBT 70  IELTS 5.5 EBA
TOEFL iBT 80 IELTS 6.0

80%  
ASEAN

80%
 



15 
 

• EBA
• 
• 
• 

ASEAN
EBA 4

5  
 ASEAN 3

 

 

 
 

EBA 5 1 3
 

EBA
EBA 2

 

2015 ASEAN EU

ASEAN

EBA
EBA EBA

2
 

2
ASEAN 25

 



16 
 

 

EBA 24 5 25
15 EBA 26 5 27 10

EBA 1
EBA  

EBA 26
EBA  

 

EBA
EBA

EBA
1/3 1/2

 
 

25 EBA
3 5 1 5 4

20  

2 10
EBA 12 30

 



17 
 

ASEAN EBA 25
15 EBA 26

10 EBA 1
EBA  

EBA 26
EBA  

ASEAN

 

EBA
EBA

EBA
1/3 1/2

 
 

25 EBA
1 15  

5 ASEAN
10 EBA

15 30  



27 2824 25 26

24 25 26 27 28

1

2

3

24

4

25 26 27 28

1

2

3

24 25 26 27 28

1

2

3

5 5

15

15 10

30

20 15

10

30

15

2

7

30

10

10

5

2

7

20

10

10 10

5 2 10101015

1010 710

!"#

$# $#

%#

%#
%#

%#

%#

%#



 

 
 

9 4

20  



 

 
 



 

 
 



 

 
 



 

 
 



 

 
 





































様式１１

参考データ【ページ数については、作成・記入要領のＰ１7を参照】

※人数等の算定にあたっては、原則として「学校基本調査」による定義に基づいて記入してください。

①大学全体における出身国別の留学生の受入総数（平成２４年５月１日現在）、
及び各出身国（地域）別の平成２３年度の留学生受入人数

順位

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
その他

②平成２３年度中に留学した日本人学生数

順位

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
その他

派遣先大学
合計校数

※「その他」の各欄には上位１０校以外に派遣した「学校数」「国数」「人数」のそれぞれの合計を記入してください。

※「派遣先大学数」の右横のセルには派遣先大学の数を記入してください。

※

（記入大学：　慶應義塾大学　） （大学名：　慶應義塾大学　）（申請区分：　Ⅰ　）

教育又は研究等を目的として、平成２３年度中（平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで）に海外の大
学等（海外に所在する日本の大学等の分校は除く。）に留学した日本人学生について記入してください。なお、
平成２３年３月３１日以前から継続して留学している者は含みません。

114 20 183

124

派遣人数の合計 243

アーヘン工科大学 ドイツ 4
ハレ大学 ドイツ 4

カリフォルニア大学ロサンゼルス校 米国 5
ワシントン大学 米国 5

パリ政治学院 フランス 5
カリフォルニア大学バークレー校 米国 5

エジンバラ大学 英国 6
ユタ大学 米国 6

カリフォルニア大学アーバイン校 米国 12
コロラド大学 米国 8

※上位１０カ国以外の国からの留学生受入実績については、「その他」欄の「出身国（地域）」に国名（地域名）を
記入し（該当の国名（地域名）が多い場合は主な国名（地域名）を記入後に「等」を付けてください。）、その受入人
数の合計を「受入人数」欄に記入してください。

※ここでの「留学生」とは、「出入国管理及び難民認定法」別表１に定める「留学」の在留資格を有する者に限りま
す。
※平成23年度の留学生受入人数は、平成23年4月1日～平成24年3月31日の出身国（地域）別受入人数を記入し
てください。

※ここでの「全学生数」とは、日本人学生及び外国人留学生を含めた大学全体の平成２４年度５月１日現在の在
籍者数を記入してください。

派遣先大学名
派遣先大学の
所在国（地域）

派遣人数

留学生の受入人数の合計 1203 1335

全学生数 34022

留学生比率 3.5%

ベトナム 19 25
カナダ、イタリア、英国等 183 242

マレイシア 28 23
タイ 20 27

ドイツ 34 35
インドネシア 29 35

米国 57 71
フランス 51 63

中国 323 342
中国（台湾） 59 76

出身国（地域） 受入総数 平成２３年度受入数

大韓民国 400 396
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③大学全体における外国人教員数（兼務者を含む）（平成２４年５月１日現在）

教授 准教授 講師 助教 助手 合計

34 20 325 52 0 431 8%

28 19 25 24 0 96

※「全教員数」には大学に在籍する日本人教員も含めた全教員数を記入してください。

（記入大学：　慶應義塾大学　） （大学名：　慶應義塾大学　）（申請区分：　Ⅰ　）

※「うち専任教員（本務者）数」には教授、准教授、講師、助教、助手の専任の外国人教員の数をそれぞれ記入し
  てください。

全教員数

外国人教員数
外国人教
員の比率

5076

うち専任教員
（本務者）数
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（記入大学：　慶應義塾大学　） （大学名：　慶應義塾大学　）（申請区分：　Ⅰ　）

④「様式６」で記入した実績を示すデータや資料等をとりまとめ、出典を付して記入又は貼付してくだ
さい。【2ページ以内】

■ 国際的ネットワーク
　　1)SOI-Asia （パンフレット）
    2)CONNECT-Asia（WEBページ）
    3)ANU/SEED-Net（WEBページ）

■ 教育に関する世界への貢献
    4) Keio SFC Global Campus （WEBページ）
　　5) Keio SFC on iTunesU （iTunesU 画面イメージ）

■英語による授業
英語で学位が取得できるコース

英語による授業の開講
2012年度は70科目開講
2012年度は22科目開講

■交流協定 ■ダブルディグリー・プログラム
2012年3月31日現在 2012年5月現在
アジア 61 プログラム数 15
中近東 5 派遣学生の総数 74名
アフリカ 1 受入学生の総数 134名
オセアニア 7 修了者数の総数 92名
北米 64 ※2012年5月までの累積数
中南米 4
ヨーロッパ 93
その他 8
合計 243
※243機関／41ヶ国
※その他：国際機関等

国際コース

System Design and Management Course

※特定の英語コースを開講しているわけではない
が、日英両方で学位取得可

Global Information and Communication Technology
and Governance Academic (GIGA) Program

Sciences Po-Keio Double Masters Degree in
Economics Programme

世界銀行国際租税留学制度

先端科学技術国際コース

経済学部プロフェッショナル･キャリア･プログラム（PCP)

政策・メディア研究科

システムデザイン・マネジメント研究科

メディアデザイン研究科

国際センター研究講座

環境情報学部

経済学研究科

商学研究科

理工学研究科

1) SOI-Asia

2) CONNECT-Asia

3) ANU/SEED-Net

4) Keio SFC Global Campus 5) Keio SFC on iTunesU
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（記入大学：　慶應義塾大学　） （大学名：　慶應義塾大学　）（申請区分：　Ⅰ　）

⑤他の公的資金との重複状況【2ページ以内】
　当該申請大学において、今回申請している内容以外に、文部科学省が行っている国際化拠点整備
事業費補助金、大学改革推進等補助金、研究拠点形成費等補助金等、又は独立行政法人日本学
術振興会が行っている国際交流事業の補助金等による経費措置を受けている取組がある場合、ま
た、現在申請を予定している取組（グローバル人材育成推進事業、博士課程教育リーディングプログ
ラム等）がある場合は、それらの事業名称及び取組内容について、１事業につき３～４行程度を目安
に記入してください。その中で、今回の申請内容と類似しているものがある場合には、その相違点に
ついても言及してください。
　 また、独立行政法人日本学生支援機構平成２４年度留学生交流支援制度（ショートステイ、ショー
トビジット）に採択されたプログラムがある場合には、本事業の申請内容との関連について必ず明記
してください。

【経費措置を受けている取組】
○国際化拠点整備事業（大学の国際化のためのネットワーク形成推進事業）
本事業では、３つの学部・研究科において英語による学位取得プログラムを開設。また、それ以
外の学部・研究科においても、質の高い留学生を増加するためのリクルーティングや海外協定校
との開拓、関係強化等に注力している。事務部門においては、そのような各学部・研究科の活動
を支援するため、各種文書等の英文化や、英語による広報の強化、国際業務に携わる職員の研修
等を行っている。
○国際化拠点整備事業（大学の世界展開力強化事業）
１．タイプB－Ⅰ「グローバルイノベーションデザイン・プログラム」
　　創造社会におけるグローバルイノベーションデザイン・リーダー育成を目的とした米・日・
英の国際連携教育プログラムであり、３大文化経済圏におけるリーディングスクールに半期ごと
滞在することで、トランス・ナショナルな教育環境を実現している。修了者には在籍校の修士学
位に加え、３拠点合同のサーティフィケートが発行されイノベーションデザイン分野での高い能
力を保証することを計画している。
２．タイプB－Ⅱ「グローバルエンジニア育成のための欧州理工系大学との連携プログラムの構
築」
  EU圏の理工系高等教育機関との連携により、グローバルな視野を持ち世界共通の問題解決へ向
けて活動のできるエンジニアを育成。修士課程におけるダブルディグリープログラムの展開、博
士課程学生の共同指導を通じた国際的協同事業の展開、学部学生等に対する導入プログラムの提
供ならびに予備課程の整備等を通じて、キャンパスにグローバルな感覚を醸成するような環境を
整備することを目標としている。
○博士課程教育リーディングプログラム
１．オールラウンド型「超成熟社会発展のサイエンス」
　　平成23年から平成29年の７年間に亘って、今後日本と世界が直面する超成熟社会を持続的に
発展させるという21世紀の人類共通課題に、理工学、医科学、政策・社会科学が文理融合した、
主専攻修士・副専攻修士・博士(ＭＭＤ)、あるいは主専攻修士・博士(＋副専攻証)(ＭＤ)の5年
一貫大学院プログラムを構築する。骨太の専門に加え独創的な企画力と高いマネジメント力を持
つ博士リーダー人財の輩出を目的とする。
２．複合領域型（環境）「グローバル環境システムリーダープログラム」
　　実世界の環境である“実環境空間”を監視・制御するハードウェア技術と、環境変化の原
因・影響を計量する“情報環境空間”を連結・連動させる技術と社会ルールにより、グローバル
な環境変化を発見、分析、対応するグローバル環境システムを創出できる人材育成を目的とす
る。
○ グローバルＣＯＥプログラム（以下いずれも事業実施期間は平成20年度～平成24年度）
１．「幹細胞医学のための教育研究拠点」
本拠点は
-大学院医学研究科改組による継続性のある教育システム（自己複製能）
-国際的指導力のある多彩な人材の育成（多分化能）
-国際的な共同体制構築のための人材交流(遊走能）
を特徴とする教育・研究拠点形成を行い、拠点形成事業終了時には、世界の幹細胞研究を牽引す
る多くの若手研究者を輩出し、「幹細胞医学」と呼ぶべき新しい学問体系を構築することを目指
している。
２．「環境共生・安全システムデザインの先導拠点」
安全の問題、地球環境問題、システムと個々の要素の設計目的といったカテゴリやスケールの異
なる多様な価値の間の複雑な相互作用を、システムの関係性として統合的に捉え、システム全体
をデザインするシステムデザイン工学の体系化と、これに基づく創造的なシステムデザインの教
育研究のため、慶應義塾大学が構築してきたシステムデザイン工学体系に基づき、環境共生・安
全システムデザインをグローバルにリードできる世界トップレベルの人材を育成するための教育
研究拠点形成を行うことを目的とする。
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（記入大学：　慶應義塾大学　） （大学名：　慶應義塾大学　）（申請区分：　Ⅰ　）

３．「市場の高質化と市場インフラの総合的設計」
本拠点では、市場の高質化という問題意識のもと、「市場の質のダイナミックス」の複雑系分析
や我が国の労働市場の質のダイナミックスを検証するためのパネルデータの構築と実証などと
いった現実に密着した政策的研究を目指している。また教育面では、魅力ある教育システムを構
築し、市場高質化を牽引する若手研究者を多数育成することを目的としている。こうした教育研
究活動を通じて、高質な市場を有する世界経済の構築や金融危機後の経済再生に寄与していくこ
とが本拠点の究極の目標である。
４．「市民社会におけるガバナンスの教育研究拠点」
本拠点では、民主主義的な政治制度を有しながら自分達の民主主義に対して十分に満足すること
ができない先進国の市民社会の現状を「市民社会のガバナンス」をキー・コンセプトに実証的に
分析する。そして、どのような要因によって、そうした問題が生じるのか、あるいはどのように
したらより良い民主主義を市民が実感することができるのかを海外の主要な教育研究拠点と連携
しながら分析することで、国際的レベルで競争する若手研究者を教育・育成することを目的とす
る。
【申請を予定している取組】
○国際化拠点整備事業補助金（グローバル人材育成推進事業）
【全学推進型】に申請予定。日本国内での国際教育プログラム、海外での留学プログラム（長
期・短期）、国内と海外のハイブリッドなプログラムを、全学のプラットフォームとしての国際
センター等を中心に、拡充、新設し、本学が目指すグローバル人材を育成する。
○博士課程教育リーディングプログラム
１．オンリーワン型「統合システムバイオロジープログラム－メタボロミクスの優位性を生かし
た、世界的なシステムバイオロジー科学」
　山形県鶴岡市にある最先端分析技術の世界的優位性を生かし、「統合システムバイオロジー」
という新しいパラダイムで、生命科学の各分野にブレイクスルーを起こすことのできる世界的な
科学者を育成することを目的とする。

【上記公的資金と本事業との関連性】
今回申請している取り組みはASEAN諸国と連携しながら新しい分野(EBA）に関連した教育を、学
部〜修士レベルで実施するものであり、上記のいずれのプログラムとも直接重複する点はない。
しかし、上記のプログラム実施によって大学全体の国際化が推進されていることはいうまでもな
く、本申請はその整備を前提にしているという意味での関連性は認められる。また、国際化拠点
整備事業で英語による学部学位プログラム（GIGAプログラム）が取り組み学部で実施されている
が、プログラムの性質上GIGAプログラムの学生が追加で本サーティフィケートを取得することな
どは想定されるなど、お互いが有効に影響しあうことはあるが、担当教員は本取り組みから除外
されており、二重の支援は発生しない。
【留学生交流支援制度と本事業との関連性】
本学では、独立行政法人日本学生支援機構平成２４年度留学生交流支援制度（ショートステイ、
ショートビジット）に採択されたプログラムがある（構想調書／基本情報 P2参照）が、それぞ
れの目的およびスコープは本提案と異なっており、いずれも本申請とは独立して運営されるべき
ものである。
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